
災害復旧工事等に関する建設工事総合評価落札方式等の改正について（お知らせ） 

令 和 元 年 1 1 月

土木建築局技術企画課

１ 趣旨 

  建設工事総合評価落札方式の評価項目について，災害復旧工事等を受注した建設事業

者を評価するため，災害復旧工事等の受注状況に応じ加点するよう見直しを行います。

２ 対象工事 

  広島県土木建築局が発注し，過去４年間に引き渡しを受けた災害復旧工事等（平成 30
年度災害に限らない）とし，公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法に基づくもの，災

害関連緊急砂防事業，災害関連緊急急傾斜地崩壊対策事業，特定緊急砂防事業，激甚災

害対策特別緊急事業，河川等災害関連事業及び河川等災害復旧助成事業を対象とし，応

急仮工事は対象外とします。

３ 対象業種 

  土木一式工事

４ 型式 

  実績評価１型及び実績評価２型

５ 評価方法 

  評価方法及び配点は次のとおりとします。なお，災害復旧工事等の実績は，令和３・

４年度建設工事入札参加資格者名簿作成時に決定し，２年毎に更新します。

  配点は，応札者による相対評価とし，満点を実績評価２型は４点，実績評価１型は２

点とします。

予定価格（※１） 50 百万以上 1 億円未満 1 億円以上

災害実績の

評価方法（※２）

受注件数の合計

（災害査定毎）
請負代金額の合計

配点

（実績評価 2 型）

実績／入札参加者の「受注件数の

合計」の最大値×4 点

実績／入札参加者の「請負代金額

の合計」の最大値×4 点

配点

（実績評価 1 型）

実績／入札参加者の「受注件数の

合計」の最大値×2 点

実績／入札参加者の「請負代金額

の合計」の最大値×2 点

（※１）予定価格は建設工事指名業者等選定要綱が改正された場合，変更する場合があります。

（※２）受注件数について，複数個所をまとめて発注した工事は，査定箇所毎に１件とします。

請負代金額について，通常事業と合わせて発注した工事は，通常事業も合わせた請負代金額とします。

６ 除雪等業務委託の評価方法（実績評価２型） 

  除雪等業務委託の実績における配点は，事務所（支所）管内における実績がある場合

は２点とします。

７ その他 

10 百万から 50 百万未満の工事については，災害復旧工事等の受注実績による条件付一

般競争入札などの導入を検討しています。

８ 施行期日 

  令和３年６月１日以降に公告する工事から実施します。



総合評価落札方式の評価項目改正案（Ｒ元.８～） 

実績評価２型 実績評価１型 技術評価２型 
技術評価１型 
(3億円未満) 

技術評価１型 
(3 億円以上) 

(1) 技術提案 8.0～12.0 8.0～16.0 16.0～28.0

① 品質に関する課題 （4.0）8.0 （8.0）16.0

② 施工に関する課題 （4.0）8.0 ◎4.0 ◎8.0

③ 工期設定の適切性〈選択〉 ◎3.0 ◎3.0 ◎3.0

④ 情報化施工技術の活用〈選択〉  ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0 

(2) 企業の施工能力 5.0～7.0 10.0～12.0 10.0～12.0 10.0～12.0 10.0～12.0

① 過去 15 年間の同種・同規模工事の施工実績 2.0 2.0 2.0 2.0

② 過去 5 年間の工事成績 3 件の平均点（過去 5 年

間の工事成績の最高点※） ※「実績評価２型」限定
3.0 6.0 6.0 6.0 6.0

③ 過去 2 年間に当該業種で優良建設業者の表彰・

特別表彰に該当 
2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

④登録基幹技能者の配置〈選択〉 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0 

⑤自社施工〈選択〉 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0 

(3) 配置予定技術者の能力 8.0～9.0 8.0～9.0 8.0～9.0 8.0～9.0 8.0～9.0

① 主任(監理)技術者の保有する専門資格〈選択〉 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0

② 過去 9 年間の工事成績 3 件の平均点（過去 6 年

間の工事成績の最高点※） ※「実績評価２型」限定
1.0 3.0 3.0 3.0 3.0

③ 過去 15 年間の主任(監理)技術者の同種・同規

模工事の施工経験の有無
2.0 2.0 2.0

過去 15 年間の主任(監理)技術者の同一業種の

工事の施工経験の有無
2.0 2.0 

④ 過去 15 年間の主任(監理)技術者の同一業種の

施工経験工事の従事役職 
2.0 1.0 1.0 1.0 1.0

⑤ 過去 2年間の継続教育（ＣＰＤ）の取組み 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0

⑥ 主任(監理)技術者が過去 2 年間に当該業種で優

秀技術者の表彰に該当 
1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

(4) 地域の精通性 4.0 1.0 1.0 1.0 1.0

① 地域内における主たる営業所の有無 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0

② 過去 3 年間の地域内における同一業種の工事の

施工実績 
2.0

(5) 地域貢献の実績 
（発注事務所管内での実績に限定） 

2.0～6.0 1.0～2.0 

① 過去 1 年間の「広島県公共土木施設災害支援制

度」に基づく活動実績の有無【土木一式のみ】 
◎2.0 ◎1.0

② 過去１年間のボランティア活動の実績の有無 

（ﾏｲﾛｰﾄﾞ，ﾗﾌﾞﾘﾊﾞｰ制度認定） 
2.0 1.0

③ 過去 5 年間の除雪等業務委託※又は災害復旧工

事の受注実績の有無【土木一式のみ】 
※除雪等業務委託は市町への特例条例移譲路線の発注業務も対

象とする

◎2.0

(6) 施工体制評価 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

① 調査基準価格以上で応札又は前年度に完成検査

を受けた同一業種の低入札工事の成績評定が全

て優良建設工事等の表彰の基準点以上 
5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

(7) 指名除外の状況 -1.0 -1.0 -1.0 -1.0 -1.0

① 過去 1 年間における指名除外措置の有無 -1.0 -1.0 -1.0 -1.0 -1.0

配  点（換算値） 50 点換算 50 点換算 60点換算 60点換算 70 点換算

※各型式の評価項目は標準例であり，実施にあたっては変更となる場合がある。 

※配点欄（ ）は(1)①，②において課題が２つ以上ある場合の配点とする。 

※◎は工事の内容により評価項目の設定を行わない場合がある。 

※ＷＴＯ案件を含むＪＶ工事の型式・評価項目等は別途決定する。 

総合評価落札方式の評価項目改正案（令和 3 年 6 月改正～）

実績評価２型 実績評価１型 技術評価２型 
技術評価１型 
(3億円未満) 

技術評価１型 
(3 億円以上) 

(1) 技術提案 8.0～12.0 8.0～16.0 16.0～28.0

① 品質に関する課題 （4.0）8.0 （8.0）16.0

② 施工に関する課題 （4.0）8.0 ◎4.0 ◎8.0

③ 工期設定の適切性〈選択〉 ◎3.0 ◎3.0 ◎3.0

④ 情報化施工技術の活用〈選択〉 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0

(2) 企業の施工能力 5.0～7.0 10.0～12.0 10.0～12.0 10.0～12.0 10.0～12.0

① 過去 15 年間の同種・同規模工事の施工実績 2.0 2.0 2.0 2.0

② 過去 5 年間の工事成績 3 件の平均点（過去 5 年

間の工事成績の最高点※） ※「実績評価２型」限定
3.0 6.0 6.0 6.0 6.0

③ 過去 2 年間に当該業種で優良建設業者の表彰・

特別表彰に該当 
2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

④登録基幹技能者の配置〈選択〉 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0

⑤自社施工〈選択〉 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0

(3) 配置予定技術者の能力 8.0～9.0 8.0～9.0 8.0～9.0 8.0～9.0 8.0～9.0

① 主任(監理)技術者の保有する専門資格〈選択〉 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0 ◎1.0

② 過去 9 年間の工事成績 3 件の平均点（過去 6 年

間の工事成績の最高点※） ※「実績評価２型」限定
1.0 3.0 3.0 3.0 3.0

③ 過去 15 年間の主任(監理)技術者の同種・同規

模工事の施工経験の有無
2.0 2.0 2.0

過去 15 年間の主任(監理)技術者の同一業種の

工事の施工経験の有無
2.0 2.0 

④ 過去 15 年間の主任(監理)技術者の同一業種の

施工経験工事の従事役職 
2.0 1.0 1.0 1.0 1.0

⑤ 過去 2年間の継続教育（ＣＰＤ）の取組み 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0

⑥ 主任(監理)技術者が過去 2 年間に当該業種で優

秀技術者の表彰に該当 
1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

(4) 地域の精通性 4.0 1.0 1.0 1.0 1.0

① 地域内における主たる営業所の有無 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0

② 過去 3 年間の地域内における同一業種の工事の

施工実績 
2.0 

(5) 地域貢献の実績 
（発注事務所管内での実績に限定） 

2.0～10.0 1.0～4.0

① 過去 1 年間の「広島県公共土木施設災害支援制

度」に基づく活動実績の有無【土木一式のみ】 
◎2.0 ◎1.0

② 過去１年間のボランティア活動の実績の有無 

（ﾏｲﾛｰﾄﾞ，ﾗﾌﾞﾘﾊﾞｰ制度認定） 
2.0 1.0

③ 過去 5 年間の除雪等業務委託※【土木一式のみ】 
※除雪等業務委託は市町への特例条例移譲路線の発注業務も対

象とする

◎2.0

④ 災害復旧工事等の受注実績 

【土木一式のみ】 
◎4.0 ◎2.0

(6) 施工体制評価 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

① 調査基準価格以上で応札又は前年度に完成検査

を受けた同一業種の低入札工事の成績評定が全

て優良建設工事等の表彰の基準点以上 

5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

(7) 指名除外の状況 -1.0 -1.0 -1.0 -1.0 -1.0

① 過去 1 年間における指名除外措置の有無 -1.0 -1.0 -1.0 -1.0 -1.0

配  点（換算値） 50 点換算 50 点換算 60点換算 60点換算 70 点換算 

※災害復旧工事の受注実績を特に評価したい場合は，金額に問わず実績評価２型を選択 

令和3年6月改正

「災害復旧工事等の受注実績」「除雪等業務委託」以外の評価項目は，
令和元年８月改正のものであり，今後の制度改正により変更すること
があります。



計 算 例

令和３・４年度建設工事入札参加資格者名簿

商号又は名称

災害復旧工事等の実績

受注件数の合計

（災害査定毎）
請負代金額の合計

A 者 40 件 1,000 百万円

B 者 30 件 700 百万円

C 者 15 件 500 百万円

D 者 2 件 10 百万円

広島県土木建築局が発注し，過去４年間（平成 28 年 11 月 1 日～令和 2 年 10 月 31 日）

に引き渡しを受けた災害復旧工事等の実績

例１ 予定価格が 50 百万以上１億円未満の土木一式工事

① 【実績評価２型】（B,C,D 者が入札参加した場合）

入札参加者
受注件数の合計

（災害査定毎）
計算（実績／最大値×4 点）

配点

B 者 30 件 30 件／30 件×4 点＝4.00 4.0 
C 者 15 件 15 件／30 件×4 点＝2.00 2.0 
D 者 2 件 2 件／30 件×4 点＝0.2666 0.3 
最大値 30 件

② 【実績評価１型】（A,C,D 者が入札参加した場合）

入札参加者
受注件数の合計

（災害査定毎）
計算（実績／最大値×2 点）

配点

A 者 40 件 40 件／40 件×2 点＝2.00 2.0 
C 者 15 件 15 件／40 件×2 点＝0.75 0.8 
D 者 2 件 2 件／40 件×2 点＝0.10 0.1 
最大値 40 件

例２ 予定価格が１億円以上の土木一式工事

① 【実績評価２型】（B,C,D 者が入札参加した場合）

入札参加者 請負代金額の合計 計算（実績／最大値×4 点） 配点

B 者 700 百万円 700 百万／700 百万×4 点＝4.00 4.0 
C 者 500 百万円 500 百万／700 百万×4 点＝2.8571 2.9 
D 者 10 百万円 10 百万／700 百万×4 点＝0.0571 0.1 
最大値 700 百万円

② 【実績評価１型】（A,C,D 者が入札参加した場合）

入札参加者 請負代金額の合計 計算（実績／最大値×2 点） 配点

A 者 1,000 百万円 1,000 百万／1,000 百万×2 点＝2.00 2.0 
C 者 500 百万円 500 百万／1,000 百万×2 点＝1.00 1.0 
D 者 10 百万円 10 百万／1,000 百万×2 点＝0.02 0.1 
最大値 1,000 百万円

小数第 2 位を四捨五入

入札参加者の最大値

名簿は２年毎の更新とし，対象期間は２年毎にスライドさせます。

（令和 5・6 年度資格者名簿：平成 30 年 11 月 1 日～令和 4 年 10 月 31 日）

小数第２位を四捨五入で 0
となる場合は，0.1 とする


